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新入生を迎えて

学 長 久 保 良 彦

本 日ここに集われた、医学科第1学 年96名 、看護

学科第1学 年60名 、同じく看護学科第3学 年編入学

者10名 の皆 さん、ご入学おめでとうございます。難

関を見事クリアされ、医学あるいは看護学の道に進

まれる皆 さんを、私 どもは双手を挙げて歓迎いたし
ます。また、今 日までこのように立派に育んで来ら

れたこ父母の皆様のご苦労に、深 く敬意を表 し、心

からお祝いを申し上げます。
この入学式に当たり、前途に拡がる希望で胸 を一

杯にされておられる新入生の皆さんに、ぜひ心に留
め置いていただきたいことを二つだけ申し上げます。

その一つは、これからの医学 ・看護学の学び方であ

り、いま一つは 「挨拶の励行」 ということです。

すでにご存 じのように、今日の医学 ・医療の進歩 ・

発展は目覚ましい ものがあ ります。それは、わが国
の社会 ・経済の安定を基盤にした科学、とりわけ生

命科学研究の急速な進展 と周辺科学技術の進歩によ
ることはい うまで もあ りません。生命の営みや病気
の仕組みが細胞 ・分子あるいは遺伝子のレベルで解

明されつつあるとともに、医療技術の革新がまこと
に激 しいのです。

このことは、学習 しなければならない知識や技術

の量 を急速に膨らませるばか りでなく、学んだ知識 ・

技術の寿命 を極 く限られたものにすることを意味 し
ます。これだけ学んでおけば、これだけ記憶 してお

けばそれでよろしいという時代ではなくなっている
のです。

それでは、生涯学び続けなければならない医師 ・

看護者となる学生は、大学で何を、どう学ばなけれ
ばならないのでしょうか。

これまでの医学教育学の研究や 日々の実践から、

大学における医学教育は、従来の多くを教え学ばせ
るという教授法(teaching)よ り、学生が主体的

に自ら学ぶ(learning)、 すなわち自分で問題を見

出 し、自分で解決する力を身につける方向がよりベ

ターであることが認識 されて参 りました。

本学では、教官 と教務職員の方々が長い時間をか

け検討を重ねて下 さり、今年度医学科入学の皆さん

から、この方向を採 り入れた新 しいカリキュラムで

医学 を学んでいただく運びとなりました。皆 さんは

新カリー期生 ということになります。
このようなカリキュラムが実践されている大学は、

国内ではまだ数校に過 ぎず、先進の米国の大学で も

年々改善の手が加えられているということで、決 し
て完成 した様式ではありません。むしろ、大学それ

ぞれで気付いたところから手を加え、そのカリキュ

ラムの改良を続けて行かなければならない ものなの
であ りましょう。

ともか く、新 しいカリキュラムの主旨か ら、学生

が主役 であ ります。ですか らこの新カ リの成否の鍵

は皆 さんが握 っていることにな ります。このカリキュ

ラムの効果 をよ り高め るため には、皆 さんのひたむ

きな向上心 と、強い絆で結ばれた教官 との連携が欠

かせ ない要件 とな ります。

今 日、私が皆 さんの心 に留め置いていただ きたい

もう一 つは 「挨拶の励行」 とい うことです 。これは

極 めて 日常的 でつ まらない ことに思われるか もしれ

ませ ん。 しか し、残念 なが ら現実 は ノーであ り、患

者 に満足 な挨拶の 出来 ない医師が少な くない という

批判が絶 えませ ん。

通常 、人 と人 との交 わ りは、挨拶か ら始ま ります。

そ して次 第に交 わ りが深 ま り、心 が通い合 うよ うに

なるのです 。

特 に医療 の世界で は、この心の交流一 とりわけ患

者 との交流が どれほ ど大切であるかは、世上 、医療

に係 わる問題 の多 くが この心の交流 を欠いたこ とに

端 を発 しているこ とか らも窺われ ます。
一般 に良い医療者一医師お よび看護者一 は、充分

な医学知識 と診療 ・看護技術 を具 え、 しか も"共 感

する心"を 持 つ者 とされます。

しか し、今 日の医療 は大変高度先進化 し、技術 も

高度になってお ります。おまけに、例えば臓器移植 ・

生殖 医学 な どに見 られるように、 これ までの医療 と

違い広 い範囲で社会 的合意が必要 な医療 も増 えて参

りま した。これ らはやや もす ると医療者 の"共 感す

る心"を 弱 めた り、時 には医療者 にその心 を忘 れ さ

せた りする条件 とな り得 るものです。

医学 ・医療 を学ぶ その始 ま りか ら"通 い合 う心"

を しっか り育 てていただ きたい と願 う理 由が ここに

あ ります。
"院 よ り始 め よ"と い うこ とで

、皆 さん一人ひ と

りが言 い出 しっぺ となって、先輩 ・後輩に広 めて行っ

て下 さい。

申す まで もあ りませ んが 、 日本の社 会 ・経 済はい

ま大変な時期 にあ ります。興味 を引かれますことは、

その中にあって様 々な領域 あるい は集団 ・個人 を問

わず、 自主 ・自律 とか 自己解決が求め られてい るこ

とや、例えば心 の経 済 といわれるよ うに社会のいろ

い ろな分野で"心"の 有 り様 あるいは係 わ りが問わ

れ るようになって きているこ とです。独 り医学 ・医

療の分野 に止 まらない大 きな変革 の波が、広 くわが

国 に押 し寄せ て きている ように思 えます。

21世 紀の医療 を担 う皆 さんには、本学 において 自

ら問題 を見出 し解決 する学習方法 を しっか り身 につ

け るとともに、是 非"通 い合 う心"を 育て、 グロー
バ ルス タンダー ドに耐 える医療人 になっていただ き

たい と、心か ら念願 いた します。

(平成11年4月9日 平成11年度入学式 学長式辞)
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医学科の新入生を迎えて

医学科新入生の皆 さん、入学おめでとう。

皆 さんは大学入試 という難関を突破 して、ホッと
…息ついていることでしょう。しか し、一つのハー

ドルを越えた今は、進級、卒業そ して医師国家試験

へ と続 くより高いい くつものハー ドルへの出発点で

もあり、すでにスター トは切 られているのです。早

く将来的目標を見定め、勉学、クラブ活動など日々

の生活をその中の1ス テップとして位置付けてほし

いものです。この新 しいスター トに当たって、私は

皆 さんに 「学ぶ」 ということをもう…度見つめ直 し

てほしいと思っています。

最近、京都大学 ・佐和隆光教授の書いた 「日本人

の知的能力劣化、有害無益な受験勉強が原因」 とい

う記事(北 海道新聞3月22日)を 読み ました。「受

験勉強で詰め込んだ知識がはがれ落ちた後には、空

洞化 した頭脳 しか残 らない」という同氏の嘆き(い

ささか極論ではあ りますが)に 私も同感です。今の

大学入試制度はマークシー ト方式による学力評価に

偏っているので、高校教育では生徒 に物事 を考えさ

せるというよりも、断片的な知識を無理やり詰め込

むという形になりがちです。予備校の教育ではなお

さらのことです。そのような形で得た知識が大学入

学後に急速に失われて しまうことは当然の帰結 とい

えましょう。確かに大学入試では定員枠を超えれば

たった1点 の差でも不合格となりますので、受験技

術の巧みな者が有利になることは否定できません。

しか し、大学へ入学 してからの試験はそうではあり

ません。全員が真面 目に勉強 して良い成績を上げれ

ば、全員が試験に合格 し、進級 します。無理や りに

で も選別 しなければならないという入試 とは根本的

に異なるのです。

とは言っても、受験型の勉強方法が長年の問に身

に染みついた学生諸君は、大学入学後の勉強で もこ

のスタイルからなかなか脱却できないというのが実

状です。立派な医師になるという遠い先の目標に向

かって日々の勉強を積み上げて行 くのではなくて、

年に2同 の定期試験をいかにうまくすり抜けて進級

するか、そのことだけが勉強の目的になってしまっ

ているのです。

医学科第1学年担当 上 口 勇 次 郎

「近 頃、シケ タイ症候群(シ ケプ リ症候群 ともい

う)の 学生が急増 している」 と一部 の教官 の間で さ

さやかれてい ます 。"シ ケ タイ"と は学生 の試験対

策委員会が作成 した 「傾向 と対 策」、"シ ケ プ リ"

とは友 人のノー トな どを試験対策用 にコ ピープ リ ン

トした ものの こ とをいいます。 この"病 気"は 、不

完全 な資料 を丸暗記す るこ とか ら生 じる汎流行性誤

答(親 亀 コケた ら皆 コケた とい う状 況)、 対 策外 問

題 ・応用問題への不適応、知識の早期忘却 などを徴

候 とし、 うっか り見過 ごす(進 級 させ る)と 、"講

義起 因型傾眠症"、"講 義忌避症"な ど、 よ り重篤

な病状へ と進行 して行 く危険性 があ ります。

しか し、新入生の皆 さんの場 合 には、 この ような
"病 気"に なる危険性はか な り軽減されるはずです

。

本学で は、上 に述べた ような問題点 を改善すべ く、

カ リキュラムの大幅 な見直 しを行 って きました。そ

して、皆 さんの学年か ら新 しいカ リキュ ラムが実施

され ることになったのです(新 カ リキュ ラムの内容

について は、石川教授 が別の頁に詳 しく紹介 して下

さってい ますので、そ ちらを参照 して下 さい)。
"新 カ リー期生"と なる皆 さんには

、旧 カリキュ

ラムには無か った総合生命科学1～IX、 初期体験実

習 、医学チ ュー トリアル などの メニューが与 え られ

ます。特 に、チ ュー トリアル教 育は 自学 自習、問題

解決型学習、少人数 による討論な どを含んでお り、

皆 さんの身 に染みついた受験 型勉 強の悪癖 をそ ぎ落

として くれ るで しょう。皆 さんの場 合、先輩が持 っ

てい る過去問集 もシケ タイ資料 もほ とん ど役 に立ち

ません。すべて最初か ら独力で勉強 し、試験 に臨む

しか ないのです。最初は大変で しょうが、 この状況

が どん なに幸せな ことだ ったか、近い将来 きっ と納

得す るで しょう。

「学問 に王道な し」 といい ます。新 しい教 育シス

テム を我が武器 と して努力 を重 ね、皆 さんが大 きく

成長 してい くことを期待 してい ます。

(生物学 教授)

一3一



医療の優 しい担い手 として

看護学科第1学 年担i 岡 田 洋 子

◎

新 入生の皆 さん、ご人学おめで とうござい ます、,

この看 護学科 は、ご存 じの とお り3年 前の1996年4

月に開設 された、誕生 ま もない学科です,,教 官数は

もとよ り新校nも ない中で 、医学科 に仮住 まい させ

ていただいてのス ター トで した。この3月 に全校舎

が完 成 し、教官 もほぼ揃 い、そんな巾で 入学のuを

迎える ことがで きたこ とを、皆 さん とともに喜 び感

謝 したい と思い ます、,

以 ドに、 日頃私が考えているこ との ・端 を述べ 、

新入生に贈 るエール といた します 。

1.共 に生 き る

皆 さんが入学 された今年、1999年 は 「国際 高齢者

年1で す、,日本は急 速な スピー ドで高齢化社 会を迎

えようと してい ます。介護 ・福祉 ・看護 ・医療 に対

す る社会のニー ド、期待 は高 まる ・方です 、,1991年

の国連総会 において、高齢 者のための国連原則が採

択 され ま した 、,その 内容 は(1)高 齢 者 の 自立 、

(2)高 齢者の参加 、(3)高 齢者の 尊厳 、(4)高

齢 者の ケア 、(5)高 齢者の 自己 実現 、 の5原 則で

す0

私 は、この5原 則は高齢 者だけの ものではな く、

小児や社会的弱者 と呼ばれ る人は もちろんの こと、

すべ ての 世代 、人間 にとって大切な原則である と考

え ます。 ・人 一人が 異な る個性 ・能力 を有する独 自

な人間 として 、あ りの ままの姿 で生 きることが保 証

される杜会(白 、k・参加)、 一 人一 人の 人 間が大 切

な存在 と して尊 重され る社会(尊 厳)、 お互 い に助

け合い補い合 う社 会(ケ ア)、 そ して、 ・人一 人が

有す る人問特有の能力 を発揮 させてい くことがで き

る社 会(自 己実現)。

このような社会 を迎 えた時 、それは 人間 にとって
"優 しい社会"の 到 来を意味す ると思い ます

、、その

担 い手 は私達一 人一 人です。マザ ー ・テ レサが一人

で始 めた、貧 しい 人や死 にゆ く人への 「抱 き しめ」

の輪 は、現在 、u堺 百=f一 力国 にの ぼってい ます。

思い悩 む時 、マザ ーは私 に忍耐 と勇気 、そ して希望

と生 きる道標 を示 して くれてい ます。

い くために、これか らの 大学生活 を通 して何 を学び、

どの ような入間 として白己形成 を図ってい くこ とが

求め られるで しょうか。

私は、多 くの出会いや体験 を通 して、"人 が生 き

る"こ との意味を考 え、「人間の尊厳」や 「生 と死」

といった、人間の本 質的なテーマ に対す る関心 ・感

性 、そ して 自分の考え、行動の基盤 とな るもの(モ

ラル)を 培 ってほ しい と願 ってい ますUそ して将来

専門職者 と して、生 や死 といった 人間の ・生におい

て最 も厳粛な 「場」 に立 ち会 う皆 さんには、人間 と

して"慎 みぶか く"あ ってほ しい と思い ますC,

3.病 い と癒 し

近代医療 の進歩の一方で、医療 は時 に人間に冷た

く、無力である とい う矛盾 を抱 えてい ると私は思い

ます、,21世紀の医療 ・看 護を担 う皆 さん には、高度

な劇"j知 識や技術 の修得 とともに、ぜ ひ現代の最先

端医療 を もって して も助 か らない 、あ るいは回復が

望め ない病気で病んでいる人の"心 を癒す もの"は

何か 、"Healing"を 大 切にす る看護 者 にな ってほ

しい と思い ます。社 会が複雑化 し、医療が 高度化す

れ ばす るほど、あ る面で人間は、心 を癒す ケアを必

要 とします。それは看護の大切 な役割機能の ・つ に

付:置づ け ら才します、,

医療の優 しい担い手 とい うテーマで、私 見を述べ

させ てい ただきま した。真の優 しさには、愛 に裏づ

け された厳 しさも合わせ持 つ ものである と私 は信 じ

ます 、,新人生の皆 さんが良 き友に恵 まれ、これか ら

の2年 あるいは4年 間が 、この ようなテーマについ

て深 く考える機会 とな り、実 り豊かな学 生生活 とな

ります ようお祈 りいた します、,

これか らの看護学科 は、"ハ ー ド面"か ら"ソ フ

ト面"へ の充実が大 きな課題であ り、その責任 を感

じてい ます。学生の皆 さんの カリキ ュラムや教 育内

容 に関す る率直 な意見 ・評価 を、ぜ ひフ ィー ドバ ッ

クしていただ きたい と、最後 にこの紙面 を借 りてお

願い致 します。

(臨床看護 学 教授)

2.慎 み ぶ か く

看護 ・医療 に対 する社 会のニー ドに真摯 に応 えて
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甕
[

蕪雛
響
y諺

　 　　
啄灘
綴難

匿灘
撚

巴

医学科第6学年 井 上 明 子

新入生の皆 さん、入学 おめで

とうござい ます。 これか ら始 ま

る新 しい生活 に期待や不安でいっ

ぱいになっていることで しょう。

私が この旭 川医大 に入学 したの

は、 もう5年 前 の ことにな りま

すが 、その年 は、雪が多い年で入学 式の 日もまだ雪

が 山となって残 ってい たの を覚 えてい ます 。大勢 の

部活の勧 誘の人たちに圧倒 され なが ら門を くぐり、

そう して私の大学生活 は始 ま りま した。5年 間は、

あっとい う間で もあ りま したが、 よく振 り返 ってみ

ると、やは りそれな りに充実 した5年 間だったなあ

と感 じます。色 々なことがあ りま した。1ケ 月 も続

いた試験 な どつ らか った思い出や、実習で初めて 見

た大 き くて どす黒い カエ ル、貧血 をおこ した採血実

習 、指に糞便がつ いた寄生虫実習な どな ど思 い起 こ

せ ば数 え きれ ない ほ どの事 をや って きたのです。 こ

のよ うに色 々あった5年 間の 中で も、私が大学生活

を楽 しく過 ごせたの は、い い仲間 たちに出逢 えたか

らだ と思 い ます。 同学 年 の友達 は もちろん 、 部活

(バス ケ部)の み んなは、私 にパ ワー を与 えて くれ

ました。 人とのつ なが りは とて も大切だ なと感 じま

す。新入生のみ なさん も、何で も話せ る本当の友達、

仲 間がで きるといいですね。大学以外では、私 は色々

なバ イ トを しま した。家庭教師や居酒屋 、バー テン

ダーな ど、 どれ も私 にとって新鮮で今 まで にない経

験がで き、色 々影響 をうけ ま した。世界が ち ょっと

広 まった気が しま した。又 、休 み を利 川 して道東、

道南 を訪れた り、部の大会で東北や関東へ行 く機会

もあ り行 く先 々で楽 しい思い出がで きま した。旭 川

は、す ぐ近 くに美瑛、富良野があ り、 ドライブする

には もって こいの場所 だ と思 うので、皆 さん もどう

ぞ北海道の大 自然 を満喫 して下 さい。

最後 にな りま したが、新入生 の皆 さん、これか ら

は思 う存分学び、遊び、楽 しんで、満足の い く大学

生活 をお くって下 さい。

「

堀　　　　灘
鵬
騰
購

看護学科第4学年 伊 藤 直 美

新入生の皆 さん、御入学おめ

でとうございます。

入学 して、そろそろ約2ヵ 月

が過ぎた頃だと思いますが、大

学生活にはもう慣れましたか?

大学構内で白衣姿の先輩を見る

たび目で追ってしまったり、解

剖をしている部屋の前を通るたび気味悪 く思った り

と新 しい環境に興味や不安、緊張は尽 きないことと

思います。

特に看護学科は開設されてまだ4年 目の新 しい学

科です。カリキュラム上にまだ混乱や不都合がある

かもしれません。 しかし、新 しい学科だからこそ得

ることので きることもあ ります。それは、自らが先

駆者であり、伝統を創る者であるということです。

私達4学 年は第1期 生 として、また3学 年も2学 年

の方々も2期 生 ・3期 生 としてともに試行錯誤 して

きました。今年、皆 さん第4期 生が加わ り初めて全

学年が揃いました。全学年が揃ったことで私達在学

生も新たなスター トを切ったような感慨があります。

これからは4学 年揃って共に看護学科の良 き伝統を

創っていきましょう。

また、建物や設備が新 しいこともあります。皆さ

ん、新 しい看護学科棟 を見て何を思われましたか?

私達在学生は、医学科棟に居候 させてもらいながら

新 しい棟の完成を心待ちに していましたし、完成を

心から喜んで、新 しい施設で学習できる喜びと幸運

を噛締めています。また、看護を学習 している者 と

して、大学生 として、良識ある者 として新 しい校舎

をとても大切に使 うべ きであると思います。いつま

でも気持ち良 く使えるために、お互い気をつけて生

活していきましょう。

最後に、有意義な学生生活を過ごすために様々な

体験をしてほしいです。勉学 ももちろんのこと、部

活動や友人から得るものすべてが自分の経験になり、

自分を成長させてくれる糧 となります、自分の幅を

広げておくことが人と接するときに役立ちます。ど

んな経験 も決して無駄になることはないで しょう。
一 日一 日を大切に

、充実 した楽 しい学生生活を過ご

して下 さい。
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一
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史
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課程博十 平成11年3月25日

'F成ll年3月25日

平 成11年3月2511
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'ド成17年3月25日

∫1冗ル1～=11年31J251i

平 成11年3月25日

'ド成11年3月25日
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'1勺茂11イ1三31」25目

平 ノムと1】年3ノ]25日

平 成11年3月25日

/イ1」気11イ「3/12511

平 成ll年3月25rI

平 成11年3月25日
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'F,」文11i「131]25fl

平 成11年 度 大学院入学者名簿
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彦

朗
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r

人

二

臣

潤

仁
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幸

高
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行
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宗

信

良

川

込

藤

邊

廣

芹

川

芹

倉

地

水

川

市

中

佐

渡

羽

浅

小

今

播

有

能

辻

大

堀

指導教官

細胞 ・器官系 石 川

細胞 ・器官系 木 山

細胞・器官系 飯 塚

細胞 ・器官系 石 川

細胞 ・器官系 高 後

細胞 ・器官系 葛 西

細胞 ・器官系 塩 野

細胞 ・器官系 葛 西

細胞 ・器官系 石 川

生体情報調節系 葛 西

生体情報調節系 松 野

生体情報調節系 松 野

生体情報調節系 松 野

牛体情報調節系 田

睦 男

博 資

男

裕

一
寛

一

男

.
夫

夫

夫

敏

睦

眞

眞

睦

眞

丈

丈

丈

晃
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輔

人
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美
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之

位

麻

康

勢

厚

賢

眞

弼

麻

弥

博

木

木

本

堀
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川

井

部

見

内

森
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鈴

坂

上

小

及

浅

高

辛

阿

伏

柳

大

専 攻

生体情報調節系

生体情報調節系

生体情報調節系

生体情報調節系

生体情報調節系

生体情報調節系

生体情報調節系
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新教育課程の展開

教育課程編成小委員会委員長 石 川 睦 男

本学が1973年 に開学以来、第1学 年か ら第6学 年

まで一貫 した医学教育を行 うことを特徴 としてきま

した。これは基礎教育、基礎医学及び臨床医学等の

全課程を有機的に結ぶ模型教育システムであ り、そ

の時点では斬新 なもので した。 しか し、開学から

25年が経過 し、医療 を取 り巻 く社会構造の変化や入

試制度の改変による学生資質の多様化などにより本

学の教育課程 も制度疲労を起 こしてきているようで

す。

すなわち、近年の科学技術の進展に伴い、医学、

医療はあまりにも専門化、細分化、高度化 し、6年

間の限られた期間で広範囲、高度な医学知識、技術

を習得 させることが困難になってきています。 しか

し、従来の教育では知識注入型の系統講義が主体で

あ り、一方的な知識伝達であるため、学習意識も喚

気 しにくくなっています。また、教官は十分教育 し

たつもりであ り、学生はある程度習っていると思っ

ていても、大半の知識は短期間のうちに記憶から失

われてゆく場合もあ ります。事実、臨床実習に学生

が登場すると、系統講義で習ったはずの知識はほと

んど残っていないという状況 もでてきています。

このような状況下で、本学教育の将来構想の基本

としてアーリーエクスポージャー(早 期体験学習)、

単位制、学士入学、統合カリキュラム、チュー トリ

アル教育(tutoria1教 育、少人数課題準拠自己学習一

無理 した日本語訳 ・筆者)、 臨床実習の早期開始 ・

期間延長、クリニカルクラークシップなどが挙げら

れました。この方針の下に教育課程編成小委員会が

設けられ、1997年12月 より25回の小委員会と2回 の

ワークショップを開催 して、1999年 度入学の諸君か

ら開始する新教育課程が策定されました。本教育課

程の特色は、基礎教育、基礎医学及び臨床医学を有

機的に結ぶ統合カリキュラムの教育システムを取っ

ていることと単位制にあ ります。そのために、基礎

教育科目、基礎医学科 目、臨床医学科 目に加えて、

統合カリキュラムである共通科目が展開され、基礎 ・

臨床医学科 目の一部 も、統合カリキュラムとして展

開されています。共通科 目の中では、医療人 として

生涯を通 じて新たな知識を学び続ける自学自習の学

習態度を養 うチュー トリアル教育が導入 されていま

す。教育課程の展開は図のように示されていますが、

基礎教育科 目は医学英語を除き、すべて選択科 目と

して展開されています。共通科 目として、統合カリ

キュラムである 「総合生命科学」が第1学 年から第

2学 年前期 にわたって展開 します。内容は基礎医学

系や臨床医学系 も含んでお り、医学科学生 として必

要な授業内容で従来の教育課程の学生が第2学 年か

ら第3学 年に受けたものより幅広 くなっております。

総合生命科学では講義 と平行 して、実習が展開され

ます。講義の内容 をす ぐ応用 して、講義の理解を助

けるようになっています。また、入学直後から第1

回目の 「医学チュー トリアル」において、単なる知

識の記憶 といった受験勉強とは全 く異なり、医学を

学ぶ上で最 も大切な自学 自習の学習態度を身につけ

ることが要求されます。第1学 年夏休み前と第2学

年夏休み明けには 「早期体験学習」が展開されます。

これは、医療、保健、福祉施設の現場に直接触れる

ことにより、今後医学科において医療人として学ぶ

学習に関心を深めるきっかけとなることが期待され、

将来どのような医療人であるべ きかを考える機会と

なると思われます。基礎教育科 目は現代社会人とし

て幅広 く深い教養を養うため、第1学 年から第4学

年にわたって開講され、自らの学習状況に応 じて、

自由に選択で きるように展開されています。入学時

に自然科学系の科 目の履修の程度が異なる場合は、

この選択科 目により調整することが可能です。また、

情報化時代における医療人に必須な内容を 「情報リ

テラシー」 として展開 します。高校時代にこのよう

な新 しい内容を身につけていない方は受講が望まし

いと思われます。第2学 年後期から基礎医学科 目が

展開されます。この時期から第2年 次後期学士編入

学の学生が加わ ります。基礎医学の内容のうち、主

要な部分のカリキュラムが第2学 年後期に展開され

ます。

さらに、総合カリキュラムの一部である 「臨床基

礎医学」が、基礎医学系と臨床医学系とを統合 して

第3学 年から展開されます。内容は臨床的な内容が

多 く含まれます。同時期に既に学んだ基礎医学の内

容を応用 した基礎医学実習が展開され、臨床応用 も

含めて内容の理解を深めます。

第3学 年の後期及び第4学 年の前期には再び 「医

学チュー トリアル」が展開され、平行 して臨床医学

の統合カリキュラムである 「総合臨床医学」が展開

されます。第4学 年後期には臨床医学科 目の必須部
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分が展 開 され ますU

この時期 には選択科 〕として 「医学研 究特論」が

展 開されてい ます。医学の進歩の ため に必須 な研 究

の実際 を学ぶ ため に、少人数で講座に配属 されます。

同時期 に展 開される必須科 目の 「医学英語IV」 も少

人数で講座 に配属 されますので 、併せ て選択す ると、

よ り内容 の理解が深 ま ります。

また、第4学 年 には基礎医学科 目の うち、臨床医

学 をある程度学 んで か ら履修す るこ とが望 ま しい科

目である 「社 会医学系科 目」が実習 とともに展開 さ

れてい ます。

第5学 年か らは 「臨床実習」が 開始 され、第6学

年で はクリニカル クラークシ ップを導入 した、よ り

実地 に近い 「臨床実習」が展 開 されます 。第5学 年

に ヒが る前には 「臨床実習序論」が展 開され、単 に

知識のみ ならず、実 際に臨床実習 に望 む態度や技術

を養い ます。 これ を身につ けない と第5・6学 年の

臨床実習は履 修するこ とはで きませ ん。医学科の卒

業の要件は6年 以上 在学 し必修 科 目177単 位及 び選

択科]11単 位 以上 、合計188単 位 以r.を 修 得す る こ

とと しま した。今回、単位制 となったため進級 した

もので不合格 科 目が ある場合 は授業科[の 履修終了

1年 間 に限 り授業 を受 け る こ とな く単位 認定 試験

(再試験)の み受験す る ことがで きる と しま した、,

また、講義 時間は効 率 よく集中す るために も従 来の

100分 か ら60分 に短縮 しま した。

今 回の教育改革 では、従来の講義型教育 に よる受

動 的学習 ではな く、自学 白習 とい う能動 的学習の態

度 ・習慣 を育成す るこ とが 目的の一つ となってお り、

チュー トリアル導 入はその 中心であ ります、、チュー

トリアル教 育は、少 人数で構 成 された学習 グループ

に共通の課題 や症例 を提示 し、チ ュー ター1名 が担

当する教育 ですが 、従来のセ ミナーの ように少 人数

の学 生に講義す る授業で はあ りません。学 生達 はそ

の課 題や症例 を手が か りに、 これ を掘 り ドげ、討議

を重 ねなが ら問題解決 に至 る能動的な 自己学習 プロ

グラムであ ります 、,このチ ュー トリア ル教 育は、小

グループの討議 を通 して白己の考 えを正確 に相手 に

伝 え相手の考えを把握す る技術やデ ィベ イ トの技術

が訓練 され ます 。 また、集 団で議論す ることや医学

の倫理面での討議 に より、社会 人と して、医師 とし

て望 ま しい 人間性 や技 量 を身 につ け ます 。 さらに

EvidenceBasedMedicine(H:13M)の 方法論 が身 に

つけ られ、疾患 の機 能生理 、疫学 、診断 、治療 に関

す る知識は問題解 決の過程で 自然 に修得 され ます 。

さらに、EBMに おいては、 いか に適切 な報r+uや 論

文 を選択 し、理解 するかが必須であ り、英語の語学

力 な しには不 可能であ り、医学英語 コー スと相 まっ

たチ ュー トリアルは国際 的に通川で きる語学力 を身

につ けさせ ることも目標 の一つ としてお ります,、
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羅閣 　　
氏 名 通 称 性別 国 籍 種 別 期 間 所 属

金 股鉄
ヂ ン イ ンテ イェ

キ ン 男 中 国 大学院第
4学年

1996,4,1～

2000.3.31
内科 学第 一 講座

部 双林
ハ オ シャンリン

ハ オ 男 中 国 大学院
第4学 年

1996.4.1--

2000.3.31
麻 酔 ・蘇 生 学 講 座

Sharifa,Dinara

シ ャ リ フ ァ,デ ィ ナ ラ
デ イナ ラ 女 バングラデシュ 大学院

第3学 年
1997.4.1-

2001.3.31
産婦 人科 学 講 座

馬 紅
マ ー ホ ン

マ ー 女 中 国 大学院第
3学年

1997.4,ト

2001.3.31
薬 理 学 講 座

肖 春陽
シャオ チュ ンヤ ン

シ ヨ ウ 男 中 国
大学院
第3学 年

1997,4.1～

2001.3.31
薬 理 学 講 座

播 伯臣
パ ン ボーチェ ン

パ ン 男 中 国
大学院
第1学 年

1999.4。1～

2003.3.31
産婦 人科 学 講 座

高 弼虎
ガオ ビフー

ガ オ 男 中 国 大学院第
1学年

1999.4.1--
2003.3.31

生理 学第 一 講 座

辛 凡
シン フツン

シ ン 男 中 国
大学院第

1学年
1999.4.1--

2003.3.31 整形 外科 学 講座

Baljinnyam,Erdenechimeg

グ
エ ル デ ネ 女 モ ン ゴ ル 研 究 生

1998.10.1～

2000.3.31
内科 学第 一 講座

AzurawatiMd.Alwi

アズ ラ ワテ イ モハ マ ッ ド ア ル ワ イ
アズラワティ 女 マ レ イ シ ア 医学科第

5学年
1994.4.1～

2001.3.31

SyamsulBinMuhammed

シ ャ ムス ル ムハ マ ド
シ ャムス ル 男 マ レイ シ ア 医学科第

5学年
1994.4,ト

2001.3.31

AzaharuldinBinAbdullah

アザ ハ ル ル デ ィ ン ア ブ ドゥー ラ
アザ ハ ル 男 マ レ イ シ ア 医学科

第3学 年
1997.4.1-

2003.3.31

HairulAnuarBinAmir
ハ イ ルル ア ヌ ア ル ア ミル

ハ イ ル ル 男 マ レ イ シ ア 医学科
第2学 年

1998.4.1-

2004.3.31

KhalilatiBarizah
ハ リ ラ テ イ ー バ リザ ー

エ ラ ー 女 マ レ イ シ ア 医学科
第1学 年

1999.4.1～

2005.3.31

　 ヰヰ　ヰヰ　 うやじ ヰ　　　 ;;exyヰ 　 es　 ア 　 ヒけ ヰ　 　

i繊 灘 鋤 鍵i難 嚢鋼躁細
灘鎌1購難灘 騰灘_灘 叢灘顯_

法医学講座助手 清 水 恵 子

現在本講座は、初代石橋教授の後任 として平成4

年に島根医科大学法医学講座教授から着任 された塩

野教授を中心に、佐々木助手(現 在留学中、北大産

婦出身)、 上園助手(京 大薬卒)、清水助手(本 学17

期)、水上大学院生(本 学20期)、 小川大学院生(東

北大歯卒)と 、竹本事務補助員で構成されている。

また、教室は開放的雰囲気であるため、準構成員と

称される(?)職 員、学生の方々が多数出入 りされ

てお り、病院薬剤部との各種共同研究 も始まってい

る。

本講座の研究テーマは、(1)「DNA多 型を用い

た性別判定 と個人識別」 と(2)「 中枢神経 におけ

る法中毒学」である。(1)親 子鑑定はもとより、

死後数十年、ひいては縄文時代の白骨からの性別判

定もDNA鑑 定可能となった。(2)① 実際の中毒

死事例における毒物の定性 ・定量②中毒原因となる

薬物摂取による行動異常(例 えば健忘)を 行動薬理

学的に評価 し、ブレイン ・マイクロダイアリシス法

を用いて各種脳内神経伝達物質を測定 し、記憶 ・学

習を含めた高次脳機能の解明③神経毒 として、一酸

化炭素からパーキソン病などの神経疾患に関する化

合物まで、様々な毒物 を対象に して神経細胞死に至

る機構の解明④薬毒物の血管脳関門の透過性および

その機構の解明、等 を行っている。

臨床講座の外来に相当する鑑定業務は、平成10年

度を例にとると、司法解剖61体 、行政解剖7体 、親

子鑑定3件 、書類鑑定5件 、生体検査6件 、死体検

案110件 であった。現実の法医学は、テ レビ ドラマ

の様な華々 し

さは無いので

すが、興味の

ある方は気軽

に教室をお尋

ね下 さい。
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纒叢 慌潔縢蓋叢:三難
謝

新入生歓迎実行委員会委員長

第2学年 榎 本 年 幸

4月10日 、11日 と毎年恒例の新歓合宿 も無事終え

ることがで きました。新歓合宿当日は校舎案内から

は じまり、各クラブが個性(?)を 発揮 してアピール

をするクラブ紹介、クラブ出店を行いました。その

後、今年もまた神居観光ホテルにお世話になり、先

輩 との談話やゲーム交流会などがありました。また、

クラブ乱入では、各クラブの人々が、新入生の獲得

をめぐり、宴会場は戦場 と化 してしまい、それが終っ

ても新歓委員 との交流会が夜通 し行われました。今

年の新入生 も大変元気がよく、合宿中も終始盛 り上

が り、新入生にとっては良い思い出になったのでは

ないで しょうか。

さて、新歓委員は昨年の11月 に結成されてから、

総勢約50名 で活動を続けてきました。合格者に郵送

した大学案内の冊子 「旭川医科大学専門学校教本」一

や、下宿 ・アパー ト案内の 「ゲッパマン」の印刷や

製本、ホテルでの受験案内、運営資金 となる広告集

収等、新歓合宿当日以外にも地道な作業を行ってき

ました。また、先 日の眼科学講座の吉田教授の講演、

そして病院実習の方 もゴールデンウィーク明けに行

われる予定です。これ らの企画は、新歓委員がいく

つかの係に分かれ、その各係長を中心に分担 して仕

事 を進めてきました。

ここまでの新歓行事を振 り返ると、とても沢山の

人々の協力に助けられ、時には迷惑をかけてしまっ

た り、心配をかけたこともありました。 しかし、新

歓の仕事 を通 じてより多 くの人々とつなが りを持て

たことは、この上な く幸せなことだと思いました。

至らない所の多い自分に最後 までサポー トして くれ

た新歓委員のみんなには本当に感謝の念でいっぱい

です。

最後に、私達をご支援 して下さった諸先生方、並

びに学生課を初めとする事務の皆様方、又学生会、

スポンサーの皆様方にこの場 をお借 りして厚 く御礼

申し上げます。どうも有難うございました。

一

琳堺…

騨 翠嚇職
　轡
、

驚
脚癖

饗傭ぎ潔
・蹴あ趣

　嵐欝
医大祭実行委員会委員長

医学科第4学年 上 田 泰 久

昨年の医大祭の成功をうけて、今年 も4年 生を中

心に大学祭実行委員会が発足 しま した。4年 生の

みならず、多 くの学生の協力 により、 より充実 し

た医大祭にするため全員団結 して活動に励んでいま

す。

さて、今年度の学祭をどの様なものに していくの

で しょうか。昨年打 ち出 した医大 らしい大学祭の姿

を今年度 も継続 し、さらに中身の深いものへ してい

こうという結論に達 しました。また、そのような企

画をより多 くの人に見てもらいたい、地域との交流

にも力を注こうという方向になりました。そのため

に医学展のさらなる充実、昨年度好評だった健康診

断を開催 し、多 くの人々に医学にふれあって もらい

たいと考えています。また今年もFMノ ースウェー

ブによるラジオの公開放送とアーティス トによるラ

イブ、講演会、フリーマーケットなど地域の方々に

も楽 しんで参加 して頂けるイベン トを行います。加

えて、例年通 りクラブ主体の模擬店も行い、さらに

盛 りあがった学祭に していく考えです。

医大は普段、一般の人々との交流が少なく、イメー

ジも偏 りがちではないかと思 うので、この機会に年

齢を問わず、多 くの人に訪れてもらい、医大祭と医

大の学生について親 しみを持って接 して欲しいです。

その結果 として、大学祭以外の場でも地域 と深 く交

流 した開かれた大学になっていければ幸いです。

最後に、私達をご支援 して下さる諸先生方、並び

に学生課を初めとする事務の皆様方、快 く協力 して

下さる地域の皆様方に深 く感謝の意を表 し、実行委

員長の挨拶にかえさせて頂 きます。
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中国高等教育事情調査団に参加 して

産婦人科学教授 石 川 睦 男

今度 、平成10年 度中国高等教育事情調査団の一員

と して出張 して参 りま したのでその概要 を報告 しま

す。

'ド成7年6月
、与謝野 文部大 臣 と中華人民共和 国

朱開軒 国家教育主任に よ り行われた 日中両国の教育

交流に関す る会談で、中国人留学生 を受 け入れてい

る我が 国の 大学等の留学生担 当教職員 を毎年中国 に

招待 したい旨の表明があ りま した。文部省 は留学生

担 当教職 員の訪中団を組織 すること とな り本年は、

国立4大 学 、公 、Z、私 、Z各々1大 学の教官 、国Y.2

大学 の事務局長、国立1大 学 の留学生課長 と文部省

国際局留学生課 よ り1名 の10名 で編成 され ま したC,

平成10年10月5日 の中国大使館主催の壮 行会に引 き

続 いて、10月6日 より北:,:、 蘭州 、西安、r海 を訪

れ、大学関係 者、中華人民共和国教育部 との交流 を

行 い、10月15日 帰 国 しました、、文部省は昭和59年 の

「21111:紀の留学生政策に関す る提案 」 で21世 紀の初

頭 には留学生受け人れ10万 人計 画を立て ま したC,平

成9年 留学生政策懇談 会で受 け人れ環境 の整備 な ど

が提言 されてい ます が、最近の経済不況やア ジア諸

国の高等教育機 関の整備 などの理由 によ り、近 年中

の10万 人留学生受 け人れ達成 は困難 な状 況になって

きてい ます、,平成9年 度の我が国 に受け入れた留学

生 は5万lr・ 人で中国か らは2万2千 人の全体 の40

%を 占めてお りますU10月6日 の中国教 育部 との意

見交流で も中国側のH本 へ留学生 を送っている意気

込み もよ く判 りま した。 またその席には文部 省か ら

日本大使館 に、出向 してい る一等秘書 も加 わ り口本

の外交 との関連 につ いて も理解 が得 られ ました。今

回の中国各大学で は我 々訪巾団に対 し熱烈 なホスピ

タリテ ィを発揮 していただ き歓迎 され、ある意味で

は大変で した。今 回は従 来のスケジュールにない所

と して、甘粛省 の蘭州 にある蘭州大学 を訪 問 しまし

た。氾濫 をく り返 す巨大 な黄河 の河岸 にほ とん ど集

落はみ られ ませ んが、蘭州 には町の真 ん中に黄河が

流 れてお ります 。古 来、黄河 か ら東 は 「中原」 に覇

を競 う漢民族 の地 、西は西域 に通 じる河西 回廊であ

り、敦焼へ のシル クロー ドにつ なが ります。10月8

日北 京か ら飛行機 で約1時 間半で蘭州空港へ 、車で

2時 間で蘭州市 内に入 り、その後 は蘭州大学の招待

で右 名な蘭州 ラー メンを堪能 しま した。小 さい椀 の

何種類 もの太 さの麺 を同 じ味の スー プで 、色々調 味

料 を 自分で ア レンジ して食べ るので最初は少ない と

思 い ましたが 、途 中でお腹が一杯 とな って しまい ま

した。翌朝6時 に出発 して、チベ ッ ト族居住の夏河

にある6大 ラマ寺院の1つ の拉 ト愕(ラ プロン)寺

院を訪 れるこ とにな りま した。中国教育部の案内の

方1名 、蘭州大学関係者2名 、運転手1名 と我 々10

名で小 さなマ イクロバスで出発 しま した、,朝8時30

分 、回族 自治 区の臨夏の公園で朝食 を取 りま した。

]的 の ラマ寺院 に到着 したのは約6時 間 を経過 して

昼す ぎで寺院 は休み とい うことで 、昼食 とな りま し

た。大変辛い スー プの中 に凍結 しスライス した ラム

を入 れるラム しゃぶですが、その他魚貝類 を人れる

もので人変美味 しくいただ きま した。午後 ラマ寺 院

を視察いた しま したが、バ ター茶の強い臭いの中、

小 さな学僧 さえ一生懸命宗教 の勉強 を勉んでいるの

をみ ると、逆 に口本の小中学校 の不登校 につ き考え

させ られ ま した、,また、標高3000メ ー トルの高原を

歩 くため低酸素で頭がふ らふ らし、午後に帰路 につ

13一



き蘭州 市内に人ったのは夜 の10時 過 ぎそれか ら夕食

とこの中国側 のホス ピタリテ ィに疲 れま した,,

今回の蘭州 大学 、西 交交通大学 、 ヒ海 師範大学 、

復 目.大学(上 海)の 各大学 の訪問 において、中国側

の 日本 と学術交流 にかける熱 意が よくわか りました、、

確 かに研 究費を含めた資 金不足 、施設 、教 員の 質、

量の問題で中国の高等教育 に問題 はあ りますが 、中

国政府 並びに各省は2111k紀 を 目指 して高等教育 を整

備 しようと大変努力 を してお ります,,ま た今 同の訪

中に参加 したH本 の各大学 の国際 交流 に対す る熱意

と努力 に大変感銘 を受け ました。各大学 とも大学 問

協定 を海外の大学 と行ってお ります、,すなわ ち、自

己資金 を集め学生や教官 を派遣 した り、受 け入れた

りとrl助 努力で実績 を作 ってお ります 、,その後 、文

部省に対 して国際交流 セ ンター一、留学生課 の設 置 ま

たは 日本語担 当教官 や留学生 事務担 当職 員の整備 な

どを要求 してお ります、、私共の大学 では各講座 、学

科llf'.位 で国際交流 は行われてお ります が、大学 と

しての取 り組 みは遅れてお りますので早急に検 詞 し

な くてはな らない課題 と考えてお ります,,今 回の中

国 各大学に 口本の大学 の校章の 人ったペナ ン ト、 ク

リスタルを始め とする記 念品が催 いてあ りま した.

今年 本学で も校 章が制定 され ましたが 、今後ペナ ン

トや記念品 などの選定 も検 討 しなけれ ばならない時

期 にきてい るのではないか と考えてお ります。

今回訪問 した西安の泰始1λ帝 の兵馬揃坑の スケ…

ルの大 きさ、玄宗皇 帝 と楊貴妃が愛 した温泉保養地

の華清池の美 しい庭 園や他はガ イ ドブ ックにある通

りです、,しか し、 ヒ海 を訪 れる と、以 前住んでいた

ことのあ るニ ュー ヨ… ク を しの ぐ近代 都ll∫で 人口

1600万 人の ダイナ ミックな勢 いに圧倒 され ま した。

上海の若い女性 のす ら りと伸 びた脚 とファ ッシ ョン

セ ンスに中国の 未来 を感 じ帰 国いた しました 、

最後 、今Illlの訪中の機 会を 与えていただ きました、

久保良彦学長、片桐 ・副学 長、色々御尽 力いただい

た、学生課 、庶務課の皆 様に厚 く御礼申 し1=げ ます、,

1
文部省留学生課 唐澤伸岳 さんと

r十

1

筆 者 蘭 州 ラ ー メ ン を

賞味 して い ま す。

蜘
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学 内 墨 ユ ー ス 平成11年 度 運営組織

平成10年度学士学位記授与式

平 成10年 度学 上学位記手A与式 が 、3月25

口(木)10時30分 か ら本学体 育館 にお いて 挙

行 され ました。

式では、本学室内 合奏 団が 奏で る調 べ の

中 、学長か ら卒 業生99名 一 人ひ と りに学十

学位記が手渡 され ましたC,

ついで、学長か ら卒業 にあ た り式辞 が述

べ られ ました,,(学 生課)

平成11年 度 入学式

医学 科 ・看護学科の人学式が4月9日(金)

10時 か ら挙行 され ました、,

式では新 入生医学科96名 、看護学科60名 、

看護学科第3年 次編人学 生10名 を代表 して

医rI科 赤坂 直哉 さんが 官誓 を行 い 、医学

生 ・石護学生 として の 自覚 を新 た に大 学生

活の第 一歩を踏み 出 しま した。(学 生課)

本学 には、医学教育 についての 調 査研 究 、教 育

課程の編成 、修学指導 、授業及び 試験 の 実施 、単

位の修得及 び履修 、学籍関係等 につ いて審 議す る

機関 と しての教務委員会 と学生 の厚生補 導 に関す

る調査研究 、学生の課外活動 、福 利厚 生等 につ い

て審議す る機関 と して厚生補導委 貝会があ ります。

両委 員会の'ド成1!年 度の委員は次の とお りです。

〈教務委員会〉

委員長 片 桐 ・(副 学長)

副委貝長 松 嶋 少1(図 書館長)

委 員L]勇 次郎(医 学科第1学 年学年担当)

山 内 也(医 学科第2';'イ1学イ1主膿)

林 要喜知

坂 本 同 志(医 学科第3学 イト学年才11当)

束 匡 伸(医 学科第4学 年学年担'li)

伊 藤 晃

高 後 裕(医 学科第5学 年学有担'li)

石 川 睦 男(医 学科第6学 イr学年払当)

松 野 丈 夫

山
村

部

村

川

久 美 子 妬 護学 科第2学 イ1学イ1担,li)

典 子(ur科 第3学 イ1学{財日当〉

紀f(看 護学 科第4学 解 凋'担'1り

〈厚生補導委員会〉
委員長

副委員長

委 員

桐

山

村

村

本

川

本

葉

田

片

岡

.一.
中

橋

羽

宮

千

(副学長)

葛

原

前

松
望

武

菊
　

ロ

.
明

隆
代

勝

明

生学

眞

保

和
占

ー

新入生研修実施される

平成11年 度新入生研 修が、医学科 は4月190

(月)・20H(火)の 両 日、本学福利厚生施設 にお

いて 、,看i蔓学禾:トカミ4月22日(木)・23日(金)llrI

2日 の 日程で美瑛町白金温泉 において、それぞ

れ実施 され ました。

医学科は、新人生 を1グ ループ12名 の8グ ルー

プに分 け、1グ ループに先輩 を含む3名 の教官

が指導 にあた り、 自己紹 介に次 いで学生生活全

般 にわた り助 言並びに懇談が 行われ ました。

また、看護学科は 、2日 間にわた り合宿bll修

h式 で白金観光ホテルにおいて実施 され 、大学

生活 で求め られる学習へ の取組 と人間関係 につ

いて、基調講演、指導 ・助言が あ り、夕食後の

交流 会では 、新入生間、新 入生 と教官問の親睦

を深め ました、,(学 生課)

鱒
矧

看護学科交流会

医学科

グル ー プ ・ワ ー ク
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平成11年 度の主な行事

4月9日 人 学 式

4月19口 ・20日

4月22日 一23日

6月18日 一20日

9月8口

9月22日

IlIJ5日

3月24日

医学科新人生研修

看護学科新人生研修

医大祭

体育大会

解剖体慰霊式

本学記念日

学上学位記授与式(学 生課)

舌辛職11.3.31

〃

〃

ク

〃

〃

〃

昇 任11.4,1

〃

〃

〃

〃

〃

教官の異動

定 年 退 職11.3.31生 化学 第 「 教 授 金 澤 徹

衛生学 〃 山村晃太郎

〃

〃

採用

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

辞 職

〃

〃

〃

〃

心理学 ク 岩渕 次郎

臨床検査医学 〃 池川 久實

解剖学第・・助教授 大森 行雄

〃

転出

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

辞 職11.4.30

臨床看護学

小児科

泌尿器科

脳神経外科

基礎看護学

助教授

講師

〃

〃

教授

地域保健看護学 〃

内科学第.助 教授

脳神経外科学 〃

地域保健看護学 〃

第=1人j孝モ 講r蜜nj

小児科 〃

泌尿器科 ク

脳神経外科 〃

臨床看護学 教授

〃

〃

内科学第.

精神科神経科

助教授

〃

〃

講師

松 谷 洋f

矢 野 公 一

宮 田 昌イ申

イt;iIIl市 可リ

良 村 貞r

北 村 久 美 ∫

中村 公 英

III井 啓 文

L野 栄 ・

平野 史倫

宮 本 鹸 恵

Ill口 聡

橋 詰 清 隆

前川 隆

新1粥 淑子

r;fll銀f

田 中 廣 壽

松 本{樹

敵 を知 り己 を知 らば百戦危 うか らず
一 「大改造時代」が来 た

九州大分県は 、キ リス ト教に傾 倒 した大友宗麟 の

もと、西洋使節団 にメンバー を送 り、 日本で最 初に

西洋型の病院が開かれ、演劇 ・歌劇 を巾心 と した西

洋芸術の普及 をめ ざ した十地楓,一 一一方で、近代化 の

暗黒 面、軍国主義が闊歩 した大戦時代、2.26事 件 で

暗殺 された阿南陸相 も同県出身で した。同県出身者

は、明治維新以来、国家の中枢 を牛耳る政治家 を多

数輩出 した長 州 山ll県 に比 べ 、政 治家 よ りは軍 人

向 きと評価する郷L史 家が多い ようです。理 由は、

能弁(雄 弁?)さ に欠け、 言葉 よ り先に手が出るか
ら、との ことで した。子供の頃 、ペ ラペ ラと良 く喋

り続けた私は、当時の美徳1不 言実行」 型県民 の好

例で はあ り得 ませんで した、,行く末 を案 じたか、祖

父の遺言 は、『「先生」 と1呼ばれる人間にだけはなる

な』。学生 を前にペ ラペ ラと怪 し気 な講義 を、怪 し
い な と思いつつ も展開 しなが ら、ふ と口篭るのは、

遺言に背いた報いか もしれません(勉 強不足だっちゅ…
0))、,

海峡 を2つ も渡 り、札幌で過 ご した学生時代、,学

1

生運動 も学内の立て看板 になご りを残す時代、、何 の

生産性 も無い と思われた、生理学 に取 り組 むことに

な り、大学院でひ と旗揚 げるか、となった ところで 、
ヘ ッ ドハ ンテ ィング され山梨医大へ就職。ヘ ッ ドハ

ンティング:目 の前にニ ンジンをち らつか され、W.u.

わずそ ちらへ走 り出す こと(違 ったか な?)。 研 究

が続 けられ 、お まけ に給 料 まで 頂け る、 「こんな美

味 しい話は ない!」(当 然生 じる 「義務 」 につ いて

考 えるだけの良識が無か った)。 そ んな こん なで現

在 まで、 ヒ トは もちろん動物 のカラダのハ タラキに

興味が続 く仕事 を してお ります 。

光陰矢の ごと し。 こちらへ赴任 してほぼ1年 。明

治維新以来の体制が変わ った後50年 以 トも 「なあな

あ」 でや って 来た付けが溜 まっていた訳ですが 、バ

ブル崩壊 が 引 き金 にな ったのか 、 あ らゆ る分野 で

「大改造時代」が訪れてい ます。 本 当 に大切 な事 は

何 だろ うか 、を中心 に物事 を考 え始 めた ように も見

えます、,教育機関 も例外 ならず 。赴任後 、大学改革

に付随す る変化が遅滞無 く(?)進 行 してい るの に

驚 きま した。積極的 にリー ダー シップを発揮す る、

行動力 のあ るスタッフが居て こその進歩 か と思 われ

ます 、,一方で理解 に苦 しむ事 例 も2、3見 聞 きは し

ますが 、状況 を理解す るには 、もう少 しかか りそ う

です 。これ以後 も医学教育の再編 プログラムがめ じ

ろ押 しのようです、,開学当初、 ここで もおそ らく見

られた と思 われる、学生の 多種 多様性 が復活す るこ

とを期待 し、微力 なが ら、お千伝いで きれば と思い

ます 、、
この駄文が皆様 の 目に触れ るころ、風邪 と雪 に悩

まされた冬が過 ぎ、花咲 く季節 を告げる風が新緑 に

囲 まれた大学の建つこのfi:を吹抜けていることで しょ

う。 風11ち ぬ 、い ざ、生 きめや も

(生理学第 ・講座 助教授)
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